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１．研究計画の概要 

 植物の発生研究は、代表的な発生過程や形

態形成に関わる多くの遺伝子が単離される

とともに、遺伝子発現の網羅的解析も進めら

れている。また、多数の低分子 RNA の関与

が明らかになるとともに、DNA メチル化など

によるエピジェネティックな制御が、植物固

有の様式で重要な役割を果たすことが示さ

れている。今後の研究においては、（１）ゲ

ノム全体にわたって遺伝情報・エピジェネテ

ィックな情報を取得し、メリステム形成・維

持における役割を解析すること、また、（２）

個々の遺伝子の機能解析においても、それぞ

れがコードするタンパク質の組織・細胞内に

おける機能を動的に解析すること、が必要不

可欠であると考えられる。 

 そこで、本支援研究においては、シロイヌ

ナズナのタイリングアレイを利用して、低分

子 RNA の発現、および chip-on-chip によるゲ

ノムの化学修飾を網羅的に解析する方法を

確立し、この技術を計画研究・公募研究の班

員に提供することを目的とする。これにより、

ゲノム発現データの蓄積されることを目指

す。また、タンパク質の組織内・細胞内局在

の解析の技術情報や、植物細胞内におけるタ

ンパク質間相互作用解析のためのベクター、

茎頂メリステムの細胞動態を解析するため

の材料などを整備し、計画研究・公募研究の

班員に提供するとともに、必要な班員には設

備利用の便を図ることを目的とする。先端的

な研究を進める班員から広く情報を収集し、

技術交流などを通して本特定領域研究全体

でそれを共有する体制を構築する。 

 

２．研究の進捗状況 

 初年度（2007 年度）に班員に対する支援体

制の整備をおこない、公募研究の班員が加わ

った二年度目（2008 年度）から、支援業務を

開始した。網羅的な遺伝子発現解析に関して

は、2008 年 4 月からこれまでに、のべ 16 研

究室からの要請でシロイヌナズナ DNA チッ

プ、ヒャクニチソウ DNA チップ、シロイヌ

ナズナタイリングアレイを用いた解析を計

47 件おこなった。また、BiFC (split YFP) 法

による植物細胞内におけるタンパク質間相

互作用解析のためのベクター・セットを 2009

年 1 月からこれまでに、要請があった 7 研究

室に提供し、蛍光タンパク質の細胞内局在の

イメージングに関する共焦点レーザ走査顕

微鏡を用いた技術支援を 1 研究室のべ 3 件お

こなった。これらにより、植物の特殊な発生

過程で働く新規遺伝子の発見、ペプチドと植

物ホルモンとのシグナル伝達のクロストー

ク、種々の制御タンパク質間の植物細胞内に

おける分子間相互作用の実証など、植物メリ

ステム研究に寄与する多くの成果が挙がっ

ている。 

 支援事業の一環として、2008 年 11 月と

2009 年 11 月には、連携研究者（奈良先端大・

島本 功教授）がオーガナイザーとなり、テ

クニカル・ワークショップ「視る生物学３」

および「視る生物学４」（奈良先端大植物支
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援事業との共催）をおこない、班員を含む多

くの参加者を得て、先端的なイメージング技

術の紹介と交流を図った。 

 

３．現在までの達成度 

 おおむね順調に進展している。網羅的な遺

伝子発現解析の支援は多くの班員が利用し、

研究成果が論文公表というかたちで結実し

てきている。植物細胞内におけるタンパク質

間相互作用解析やイメージングに関する技

術支援は、件数はまだ少ないものの、利用は

広がりつつあり、研究成果に結びつきつつあ

る。研究期間後半の支援体制と内容の方向性

が明確にできたと考える。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 （１）網羅的な遺伝子発現解析の支援に関

しては、現状の支援体制を維持して、要請に

応じた支援を継続する。（２）植物細胞内に

おけるタンパク質間相互作用解析やイメー

ジングに関する技術支援は、ベクター等の材

料の配布に加え、要請のあった班員の研究室

から実験者を派遣してもらい、技術サポート

込みで機器の使用の便を図る形の支援をお

こなう。（３）新規技術の探索を進める。（４）

イメージング関係のテクニカルワークショ

ップの共催は継続し、先端的なイメージング

技術の紹介をおこなう。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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